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はじめに 
 

計算科学研究センターでは，研究事業に関する外部委員を含む諮問機関とし

て運営協議会を設置し，研究事業全般及び共同利用に関する指導助言を受け，

年度毎の研究評価を行っている。この研究評価については，運営協議会の下に

運営協議会の外部委員による研究評価委員会を設置し実施することとしている。 
この度，研究評価委員会から，平成２５年度の研究成果の評価についてのご

報告をいただいた。研究評価は，当センターの平成２５年度における重点施策，

改善目標等に沿って評価をお願いしている。 
研究評価委員会委員からの評価は，各分野の研究活動について、自己点検を

さらに深めるための重要な判断材料となるばかりでなく，当センターのこれか

らの発展のための貴重な指針となる。 
研究評価委員会委員の方々には，大変ご多忙のところ，各研究分野の研究成

果について研究評価をしていただき，貴重な所見を頂戴した。特に，常行委員

長にはとりまとめにご尽力をいただいた。 
謹んで，委員の皆様に御礼を申し上げる次第である。 
 
 

  平成２７年８月 

   

 
筑波大学計算科学研究センター   

                   センター長    梅村 雅之 
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１．研究評価委員会の設置 

   
筑波大学計算科学研究センター運営協議会は、平成２ 年 月２

の運営協議会において、運営協議会の外部委員で 研究評価委員会 を 成

し、 により、平成２５年度の研究評価を行 こと され、 下の方々

に研究評価委員会委員を した。 
 

大    大学大学 学研究科 

   大学大学 学研究科 

大    大学大学 学 研究科 

常行    大学大学 学 研究科 

    お の 大学 報学 研究センター 

  大学大 研究所 

     大学学 報 センター 

    報 研究機 報学研究所  

村    大 大学 ー センター 

同、所 は平成 年 月  
 

研究評価委員会委員には、平成２５年度年次報告 、及び 要に じて、 
平成２ 年度研究評価 を していただき、評価報告をお願いした。 

 
なお、分野の分 は、次のとおりである。 

 
 委員長 全 りまとめ               常行  

研究部      分野     大   
 研究部   分野        
   研究部   分野     大   

研究部       分野      常行   
科学研究部       科学分野         

 研究部       分野        
 計算 研究部  計算 分野    
 計算 報学研究部      ータ 分野        
   計算 報学研究部      計算 分野    村  
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．評価の  

下の評価 ー に、 することにより、各分野の研究活動 成果に

ついて評価を行った。各分野の評価報告について、第 に す。 

 
 

A)  計 度 
下の 目について、 れ れ な をお願いします。 

 
な のあったと められる研究 と評価す き点  

 
分であると められる研究 と改善す き点  

 
平成２ 年度の評価 指 に関する改善  

 
の 、 ン あれば、 下にご ください。 

 
B)  多 点からの評価 

下の 目について、 、 、 、 及び で、評価をお願いします。 
特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、

評価 外  
 
センター に行 れているか  

 
学 に行 れているか  

 
、 活動 活発に行 れているか  

 
会 会活動な 行 れているか  

 
上 の評点の な 、 ン あれば 下にご ください。 

 
C) 評 

全 に する 評をお願いします 度  
 
D)  の  

の 、 ン あればご ください。
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．   

．１  

１． の の
の  

 

各研究科 研究センターの研究 を 実 し、当 の学
問分野における特 を かしつつ、長 展 に つ 研究と学 な研
究を計 に する。  

平成２５年度重点施策 各 研究センターにおいて、 等の特 を かし

た研究 及び研究 策を する。 

共同利用 共同研究 点は重点 等により する。各 点は第
目標 計 の目標と計 を め、 に評価を実施して実施

の検 を行いつつ い研究成果の実 を る。  
平成２５年度重点施策 各共同利用 共同研究 点は、 研究 点 に け

た に る活動を実施する。 

 

． の の の  

研究  

共同利用 共同研究 点として 学 計算科学共同研究 点 を設置し、

な研究 を 、 の研究を実施する。 部 自の年次 実行計  

 次 ンとして、 大と共同して大 を 発 運用する を

する。 

 ー 計算 による 学 計算科学 研

究 点の 実 および、 の に関する 研究 を実施し、 の

ー に検 する。 

 分野５ を 、 ン ータを活用し、研究を

する。 

 上 の成果を に、 を める。 

 

研究 の の研究 の  

 共同利用 共同研究 点 学 計算科学共同研究 点 の活動として、特
学 計算科学の 展 事業 とと に、学 共同利

用 を 算 機 を つ ン 次 ンに 行しつつ、共同研
究を する。 
センター全 としては、研究 事業、大 等を に、計算科学の学

研究の 行と成果の実 を る。各部 の目標は次のとおりである。 
 

研究  での による 点での ン 用の
の計算に け、 ー の 成の第 を し、 れを用いた ン 用
の計算方を する。 
 

研究  における 成， と 用， 大
ー の 成 を， 力学， ー ンによって 究する。多
ン の に する大 計算により， 成に関 る
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， と の 用に関する を発展さ る。 
 

研究  第 等により の つ特 の 、次
の 成等の研究を行 。つくば ー の 業 との をさらに

な のとし、計算科学の 見を る。 
 

研究  特に、 分野と して 学分野に する 見を第
によって する。分 分野では、 と ータ の

多様 と 関 の を目指し、 発 ータに く大 を行
。 

 
研究  科  において、 を用いた の

の 実 を行い、 動との関 を る。 による 果に
する 実 を行い、 の の導 を める。 
 

研究  における 言 及び の 算 け
、また 算 機 の大 実 ー ンでの評価を める。 分

の での 実 と の 上を行 。
の の大 と 算 機 け 度 を める。 

 
研究  ータ 分野では、大 ータに するための ータ

分 ータ の 度 等に り む。また、科学 ータの 度利用
に関する研究 発を 部 と して する。計算 分野では、 ータ

に、実 の 次 報を り むことにより、計算 の を検 する。 
 

 
各共同利用 共同研究 点は、 研究 点 に けた に る活動を実施す

る。 各 学長等との重点施策  には、これまで めてきた ン 大
学および、 の ー ン ー 研究所との を し、 研究 点 に け
た を める。 
 

 
計算科学の を研究科とと に実施し、 ー お

よび ー ン 、大学 共 科目等の計算科学の に関する
を 実さ る。 

 
の  
第 評価を実施し、実施 の検 を行い、 い研究成果の実 を る。 部

自の年次 実行計  重点研究 発、 について計算科学の成果を りまとめる。 こ
れまでの 点の運営、研究、 について第 評価を行 。 
 
． 評価 評価 評価 評価

の  
センター評価、 事 での指 事 に き、 研究センター これまで実 を んできた

研究 を に しつつ、 科学 科学との協業 を活発 、 する方策を検

する 要 ある。 のための、 の分野の研究 の 協力 を のよ にす きかにつ

いて検 を める。分野 と 材 成を するためにセンター改 を行 。 
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．評価  

 ．１ 研究  

  ．１．１  

 

 

な のあったと められる研究 と評価す き点  

ン ータを用いた ー における大 計算 実

に められている。  とい はこれまで に のない大

きさであり、特に ン の 計算 の 成な

の 用 される。また、 ン ン 計算のための

研究 められている。 

 

分であると められる研究 と改善す き点  

分とい けではない 、 年度の評価報告に 指 されてい

たよ に、 度 度 を とした研究に して、より かり

すい 報告を する。 

 

２ 年度の評価 指 に関する改善  

全 にはこれまでの い されており、 なる発展を

する。 

 

の評価 

特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 

センター に行 れているか  

 

学 に行 れているか  

 

、 活動 活発に行 れているか  

 

会 会活動な 行 れているか  
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評 
機導 、筑波大 ー は 点での大 計算を し 実な

成果を げてきており、 なる発展を したい。また、 ン

用の研究 から 重 の ー計算およ

び ン ン 計算 と 々に を 大してきており、 実

な 展 められる。 度 度 における については、

度 ー ンにおける 問 に して様々な を 行

すること 要であると られ、 のための な 力を したい。ま

た、 ー ー ーの な 、標 を た に する た

な 動 見を よ とい 評価できる。 に、筑波大を とし

た の活動は の 研究に して多大な を行っており、

な ー の まれる。 
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．  研究  

． ．１  

 

 

な のあったと められる研究 と評価す き点  
 ー ターの 成の研究において な あった。 年度に

ー ン を した ン ータ用に ー ン した重力多

ー を用いて、 から の大 に る ー ター

成の 分 計算 の重力 計算 実施され、 等に する

ー ター の検 している。この 果を ン と

することによって 成 の に大きく する成果 られると

される。 の 100 度の の ー ター 部の 度分 を ら

かにした研究、 から めた 部の 度分 N ー

ン 果と しないとい 問 、 発による

ン分 の変 ー ター に及 す を することによって

できる を した研究 な成果である。 ー 多

の の研究、活動 からの 外 、X にさらされた分

の研究 展している。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
 当なし 
 
の の ン  

き の発 なくなっている 、 々の の研究は

しており、また、 の 多 あることから、大きな問 ではな

いと る。 
 

の評価 

特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 
センター に行 れているか A 

 
学 に行 れているか X 

 
、 活動 活発に行 れているか A 

 
会 会活動な 行 れているか A 
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上 の評点の な に関する ン  
 センター に関して 計算 研究部 との く

なっている 、GPUを用いた ー ン ー 発等は 展している。

また、 における 成と の 研究、 外 に

おける 成 ン 機 について 機 報分野と した研究 め

られており、研究成果 会議等で 発 されていることから と評価

した。 については研究員の Alex Wagner を して Johns 
Hopkins 大学の J. Silk 、C. Norman 、Australian National 
University の G. Bicknell らとの共同研究 行 れ、 会議における

、成果発 多いことから とした。 力学の について

の の 、つくば 会議 における 会の 等、研究成果

を 会に る活動 行 れている。 
 

評 
HPCI 分野５ 分野の 点として計算 科学

点等と した活動 けられている。 ン ータを用いて られ

た ー ター 成の 大 の重力多 計算 果を して

の研究、 大 ー 成の研究に活用し、 大

ー の 成 を していくこと な となっている。大 科研

研究 S、 研究 A 分を いて平成 24 年度で し、HPCI
外の大 外部 算 できていない点 材料である。

研究 科学研究 研究(B)等を して、研究 として 々の

ー の研究を している点、 すばる 等を用いた ン

の 研究との の成果 としてまとまりつつある点は評価でき

る。全 な学 として 計算科学 点 設置され、

、 、 、 科学の められている。まだ研究成果 まと

まる には っていないよ である 、 の展 に する。 
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． ．   

 
 

な のあったと められる研究 と評価す き点  
重 に関して い 度 について られ 用な 果

となった、 重 ータ の 関の 目される研究である。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
は特にはない。 

 
の評価 

特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 
センター に行 れているか A 

 
学 に行 れているか  X 

 
、 活動 活発に行 れているか  A 

 
会 会活動な 行 れているか  B 

 
評 

当 分野では、 こを とする し、研究 ったのは大変

ばしいことである。 された は平 に いた 、

の 研究の ー ーであり、大変 な 事であったと評価す

る。 、この 事の成果 な研究成果に されてくる のと す

る。 
また、 で 用された 野 な 材であり、 の

成果 大変 し である。 
しいて を言 ば、 分野で 大 の 計算を行っている分野と

の関 、 に計算機を ているだけに まっているのは、 を す

る計算科学の 点としては、 しく なことか しれない。 
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．  研究  

． ．１  

 

 

な のあったと められる研究 と評価す き点  
方 と 度 関 を た，

の い と ー を 発し， を用いた 計算によ

り， 度な と の 用に関する ー ン 大きく

展した。 
大学の実 ー との共同研究により，重 分 の と

の に成 した。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
当なし。 

 
２ 年度の評価 指 に関する改善  

における ー の ，HP-PACS の GPU を に利用する

ー 発を行っており， 計算機科学との で あった。 
 

の評価 

特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 
センター に行 れているか A 

 
学 に行 れているか C 

 
、 活動 活発に行 れているか S 

 
会 会活動な 行 れているか X 

 
上 の評点の な に関する ン  
当 ー の研究 は， ， 業 に 大きな ン を る

のであり， 学 に かかる。 の めて， の 学

については C 分 とした。 の活動に したい。 
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評 
と の 用に関しては，分野を 導する に見て ー な

発 ，大 ー ンを用いた研究成果 上 っている。 業

の実 ー との ， の の 研究 を き んだ

の 成な ， さらなる発展を する。 
方， センターにおける 学 の であった研究 したことで，

部 として 学 活動 見られなくなったことは， の研究 の重

要さに ，大変 である。 部の研究 だけで 学 を めること

であったとして ，外部の研究 との共同研究 ， 発した

の ，研究成果の 報な を じて， い での 学 を

めていただきたい。 
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．  研究  

  ． ．１  

 

 

な のあったと められる研究 と評価す き点  
T2K-Tsukuba を活用することで、 成 の で 発

の に のよ な 実 しているかを らかにしたことは、おおい

に評価できる点である。タン の は、実 に らかにするこ

とは ではないため、まさに ー ー ン ータの を す

である。また、 成 の の重要部分を、 学計

算と 力学計算との で らかにしていること、および タ ン

受 の ２の動きに関する研究を行っていることは、 の

等 の の を 、評価できる点である。さらに、計算科学研究

センター さま まな科学分野の であることを 大 に利用し、

分野との共同研究を行っていること 、センターの特 を しており、

評価できる点である。 学と ー ー ン ータとの 全な共同研究の

からは、 の発見は、 の を する

学の発展上で重要な研究であり評価できる点である。 学から られる

ータを しく利用するための方 発 に 自ら り 、

実 ータ の 用まで見 ている点 見 してはならない点である。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
ー ー ン ータを利用した 学および 学 の 用は、これから

ますます重要な活動になっていくことは いない 、 れ のよ に

んで行くのか になっているとはい ない。計算機によって 学

のよ に発展するのかを、 部 の を すことを する。 のため

には、 行っている研究を発展さ るとと に、部 の よりいっ

要になると れる。 ば、 から かるタン の 報を

することで、 の を つ の 活 らかになるよ な研究

によって まれることを する。 
 

２ 年度の評価 指 に関する改善  
２ 年度の指 点としてあ っている な 会 会活動に関

して、 ２５年度にはいくつかの なされており、この点は評価できる

点である。特に 学 学 学における ー ー ン ータの 用 を、

これから く 発していって ら ことを する。 
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の評価 

特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 

センター に行 れているか  
 

学 に行 れているか  
 

、 活動 活発に行 れているか  
 

会 会活動な 行 れているか  
 
上 の評点の な に関する ン  

年度に指 した点に改善 見られ、 の活動は評価に する。 の

を する。 
 

評 
の 学は、 学の 研究に じることなく、 学 学 の

用を く した学問 と変 している。 の において、 ー ー ン

ータを つ計算科学研究センターの は、 の計算 力を 大に発 す

ることで、 の では らかにできないことを らかにし、 の 果から

学 学に して、 らかの 報を することを目指すことにある。この

点から 科学分野の平成２５年度成果を見ると、各 の 深い成果と

研究発 は く評価できる。特に 学 学 の 用を見 た

の研究成果は、 ー ー ン ータ あってこ られる のである。 
これらの成果 、 学と 学 学に実 に利用されるよ になるこ

とで、 学における ー ー ン ータの重要 は、 く されるよ

になるに いない。 の成果を と の共同研究 と共

し、各分野での発展に をして らいたい。実 科学 と 用をす

ることによって、 のよ な計算 さらに 要で、 のよ な の ー

ー ン ータを だしていかなければならないかを らかにしていく

ことを する。 
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．  研究  

． ．１  

 

 

な のあったと められる研究 と評価す き点  
の 関 の研究について、特に LES につ

いて、 実と できる 果 されつつあり、評価できる。LES-GPU に

ついて 研究 しており、 の大 計算に けた 行 である。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
全 について、 AOI 方 の 研究について、研

究 の ー な 点からの研究自 は評価できる 、大 ー

ンを要する研究は のよ である。学 研究員の 動による ン

ーの による のだろ か。 
 
２ 年度の評価 指 に関する改善  

外部機関との を った研究の活 の については、 ン ー

研究等で 展 見られる。全 の研究については、 は改善していな

いよ である。 学研究所 大学大 研究所等との 等による

の り を する。 
 

の評価 

特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 
センター に行 れているか B 

 
学 に行 れているか S 

 
、 活動 活発に行 れているか A 

 
会 会活動な 行 れているか A 
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上 の評点の な に関する ン  
LES-GPU 等の計算 はセンター の によって されている。 
学 として、多 見 との共同研究は ー な である。 

GRENE ン ー の ン での 会等、 に

を めている。 
大学 学会 大学等の ー 活動に力をいれており、評

価できる。 
 

評 
ない 員で に多様な研究 ー に り んでおり、いくつかの分野

で 展 見られる 、 の ー 見される。学 の 度 外部

による研究員に して研究成果 される 大きいのではないか。

外部機関との を して、研究の活 の 力を めては か。特

に、計算科学研究センターとしての、LES NICAM 等の大

ー ンについて、 展を したい。全 と 、ター

を った研究 まれる。特に、全 について、 の 変動に

力点をおくことは ー であり、 したい。LES による ン ー

発について多様な発展の ある。 の 発の ンを

すること まれる。 
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．  研究  

 ． ．１  

 

 

な のあったと められる研究 と評価す き点  
算 機 を つ の HPCI の 研究。XcalableMP の

発。HA-PACS/TCA の 発。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
分の のは見当たらない 、HA-PACS/TCA について ーな

会議発 分である を受ける。 
 

２ 年度の評価 指 に関する改善  
２ 評価に関 していないので、 目については評価 できない。 

 
の評価 

特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 
センター に行 れているか  

 
学 に行 れているか  

 
、 活動 活発に行 れているか  

 
会 会活動な 行 れているか  

 
評 

な に した ー をはじめ、 計算の に

関する れた研究を行っており、平成２５年度の成果について く評価でき

る の 多い。また な共同研究をはじめ、 外との研究 活発に行

れており、 を する HPC 研究 点として に されて

いる。研究 の で 、JST-CREST の研究 を２ するな で

あり、 研究 としては 外 な の多 の 員 研究 を すること

あって、大 な研究を に実施する っている。 
このよ に研究活動は活発に行 れており、成果 に されている 、

て を言 とすると、 な での成果発 、特に ーな 会議

での発 さ 多くないこと げられる。研究の から て、

機会を ば を大きく上 る発 成 と されるので、
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な を したい。 
 

の  

特にありま ん  
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．  研究  

． ．１  

 

 

な のあったと められる研究 と評価す き点  
[1] 報 、および[2] ータ ン 発見 では、

ータ で重 されている に 、大変 深い成果を し

ていると められ、 ーな 会議 として されている。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
[4]科学分野における ータ ー 用については、 な研究 を行

ことにより、 ータ の しい発展方 を見いだ る ある。 
 

の評価 

特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 
センター に行 れているか  

 
学 に行 れているか A 

 
、 活動 活発に行 れているか A 

 
会 会活動な 行 れているか A 

 
評 

ータ 分野では、 ータな の ー を 野に れて、全

として に研究に り んでいると めます。 ー XML
ン は、 の e-science ないしは ータ 科学の で、重要な

IT となると れる。 のため、大 で多様なセン ー ータ IT 機

からの 力を ー として し、 な ー ータ ー

と さ るとい OLAP の展 は、 に大変 深い

ー であり、実用 な ー を実 するために重要となると られ

る。また、 ン 等の研究 と さ て研究を めている は大変

ましい。 
は、 の学 分野との を深めることにより、より 実用 を ん

だ研究 発を展 すること される。 
発 等は、 の い 会議を に 分な されているだ

けではなく、大学 多くの受 をしている点 材 成の 点から特 す
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き であると る。 
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． ．   

 

 

な のあったと められる研究 と評価す き点  

す ての研究 において、 当な あったと められ、研究成果

実に されており、実 計算 報学の を するに 要な

要 実に されていると められる。 

 

分であると められる研究 と改善す き点  

分であると められる研究 は見当たらない。改善す 点で

はない 、実 を とした計算 報学 の に けて、

となる ータの 大 され  れらに する 要 との

むことに したい。 

 

２ 年度の評価 指 に関する改善  

特に問 点は見当たらない。 

 

の の ン  

特になし。 

 
の評価 

特に成果 ある 、 、 おおむ 、 分 、 評価 外  

 

センター に行 れているか  

 

学 に行 れているか  

 

、 活動 活発に行 れているか  

 

会 会活動な 行 れているか  

 

上 の評点の な に関する ン  

 計算 分野の する計算 報学研究部 は、 長 点からの計算

科学の研究を に発展さ る な方 の 研究を行 部 として

置 けられており 計算 分野は の で 実 計算 報学と

き しい の を目指しており、この点において の計算科学の分野

との は の 利用の点では しいのは めない。 
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評 
分野は の分野と い 点においては 計算機を用いた研究を行っ

ているのではなく、実 計算 報学と き しい計算科学の の

を目指しており、 な研究 では 実に成果を上げていること

できる。また、 発した要 を用いて ー に した 用 の研

究 発を 行して めている点 、研究成果を かり すく 会に してい

ることとなり評価できる。計算 分野では、実 の 報のセン ン

と れらの 報を して様々な 用に利用する研究 を し、 実な成

果 上 っている。 の は、 外発 外部 の 、 業との共同研

究な から すること る。 の か、 運営 会 、

な で の り られ評価できる。 は、これらの研究成果

見を実 計算 報学としてとりまとめて、この分野の を すること

に する。 

 
の  

特にありま ん。 
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． 評価 

 
計算科学研究センター各部 の研究は れ れ い にあり、

に 評価されている。センター 、 学 、 、 会

といった多 点からの評価は、S 判 5 、A 判 22 、B 判 4
、C 判 1 と、 評価である。大学の 力な ー の下、 を

する計算科学および計算機 の研究 点として、 分に機 して

いると められる。 
方で、 の大学、研究所、 業 等、外部機関 外部研究 との

をさらに める きであるとの 見 、 の評価委員から られ

たことには す きであろ 。 学 計算科学 を標 し、すでに い

評価を ている センター 、センターの を た活動によって の

価をさらに発 し、 点として く 全 の科学研究に すること

されているとい ことである。 
 
                  研究評価委員会委員長 常行  
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